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別紙様式 

意見交換会実施報告書 

 

令和２年３月６日 

 

登米市議会議長 及川 昌憲  様 

 

                    第４班 代表者 沼倉 利光 

 

１．意見交換会の概要 

開催日時 令和元年１０月１１日  午後７時００分 ～ 午後８時３０分 

開催場所 中田農村環境改善センター（多目的ホール） 

出席議員 

代表者：沼倉 利光 

司会者：日下 俊 

ファシリテーター：佐々木好博 

報告者：佐藤 千賀子 

記録者（受付、写真）：熊谷憲雄、及川長太郎 

参加市民数    ６人 

実

施

内

容 

議会報告 

 

・常任委員会によるテーマの報告 

 

 

意見交換 

 

・『地域公共交通』 

・『子ども子育て』 

・『登米市の産業』 
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２．市民の質問・意見等 

会
場
で
回
答
し
た
も
の 

質 問 
 

 

意 見 
 

 

要 望 
 

 

提 言 
 

 

（    ） 
 

 

会
場
で
回
答
し
て
い
な
い
も
の 

質 問 
 

 

意 見 

・もう少しいろんな世代の参加がふえてほしい。 

・もっといろんな人が参加出来るように工夫して欲しい。 

・議員の立ち位置なども聞きたかった。 

・あまりにも参加者が少なかった。 

・ワールドカフェの仕組み（やり方）が理解できなかった。 

・産業も交通も大切ですが、何といっても人材育成が一番と考えます。 

  人を育て教育する、その現場・家庭教育・学校教育・地域力、 

  社会教育、広く深く指導者の育成含め、頭だけでなく心を育てる 

  工夫が必要と日々切実に思っています。 

・参加者がもっと多いとうれしい。 

・参加される方がもっと多いとワールドカフェ方式が生かされるのではない

かと思った。。 

・フリーテーマの時間も欲しかった。 

 

要 望 

・福祉避難所の子ども版設定して欲しい。 登米市にはない。 

・東日本大震災の時、発達障害のある子のいる家族は周りに配慮して「避難

所に居られず、車内で家族７人が何ヶ月も過ごした」という話があります。

（人の多いところだとパニック障害で大声を出したり、落ち着かずになった

りする） 障害のある子の家族にも一日も早い心の平穏を取り戻せるように、

障害者対応に配慮した子供用の避難所を設定して欲しい。現在登米市にある

福祉避難所は大人用です。担当課に何度もお願いしてきましたが一向に前進

しません。お力添えをお願いします。 

 

提 言 
 

 

（    ） 
 

 

その他 

特記事項 

【地域公共交通】 

良い点 
・市民バスが１００円定額。（子ども達が使いやすい。） 

・障害者（児）の送迎時間が融通が効いてよい。 

・病院。 
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改善点 
・市民バスの地域ルートの充実。 

・道路整備が必要。 

・買い物などもっと便利になるように。 

・自家用車などがなくても生活できるような公共交通。（ダイヤの本数増や

す。） 

・バスの時間を考えて欲しい。 

 

将来こうあってほしい どうやったらもっとよくなる 
・中田から東和に吊り橋を造りたい。 

・仙台へのアクセスを工夫して。 

・バス本数を増やして欲しい。 

・病院へのルートを確立させる。 

・デマンドタクシーはよいと思うが、交通弱者が満足できるようになれば良 

 い。 

 

自分たちでできること 地域でできること 
・カーシェアリングが出来る。 

 

【子ども子育て】 

良い点 
・保健師さんが親身になってくれる。 

・防犯カメラの設置。 

・米谷病院には小児科があり、幼児が通院しやすい。（PM・AM OK) 

・放課後子ども教室。（浅水小では８０人中半分以上が利用している。１８：

３０迄で） 

・地域で顔を合わせるのは良い。 

・声がけをして安心・安全の手助け。 

 

改善点 
・市民病院に小児科・産科の充実。 

・就学指導をもっと適切に。 

・生徒が少なくなるので工夫が欲しい。 

・不登校が気になる。 

・給食費０円に。 

・生産人口を増やす。 

 

将来こうあってほしい どうやったらもっとよくなる 
・子どもも親も体験学習が必要。 

・学校給食費０円にする。 

・不登校の生徒へのケアを丁寧にして欲しい。 

・学校をおもしろく楽しい居心地の良い場所にして欲しい。（先生も生徒も。） 

・原点に戻って考えて欲しい。 

・低収入のため子どもが産めない、経費を少なくしなければならない。 

・子どもをあずかる場所の確保。 

 

自分たちでできること 地域でできること 
・ゲームも良い所もあるが、使いすぎを変えないといけない。 

・子どもに自由を。 
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・手伝いをさせよう。 

 

【登米市の産業】 

改善点 
・一流企業に来て欲しい。 

・高卒者の就職先が魅力的でない。 

・後継者がいない。 

・工業団地に企業を。 

 

将来こうあってほしい どうやったらもっとよくなる 
・行政改革。 

・観光ルートの整備。 

・種子法廃止になったので、県条例で守るべき。 

・休耕地の利用。（農業者以外でやってみたい人に。） 

・産業に結び付くための教育があれば良い。 

・大手企業（食品）にきてもらう。 

・工業団地は北上市のような団地を考えるべきでは。 

・大きい会社が欲しい。 

・若者が勤められる会社・企業があれば。 

 

自分でできること 地域でできること 
・地域としてのコミュニケーションが大切。（子育て・公共にも通じる。） 

・観光客にも声がけする。 

・自分で撮った写真を PR。（SNS等で） 

・１次から６次化まで多様化していくべき。 

 

 

 

 


